
香りが学習環境に及ぼす影響に関する研究

（その 4）精油噴霧による香り環境が心理及び室内環境評価に与える影響

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

香り　におい　精油　主観評価　SD 法　

1. はじめに

　香りは人の心理・生理に影響を及ぼすとされており、

集中と記憶など人の認知機能とも関連があることから、

知的生産性に対する香り環境の有効性を調べる研究
1,2)

が増加している。本研究では、香り環境の学習空間への

導入可能性を検討することを目的とし、精油を用いた香

り環境が人の主観評価および学習効率に及ぼす影響を調

べた。本報では、主観評価に関する実験結果を報告する。

2. 実験概要

　実験は 2019 年 11 月 6 日～ 12 月 20 日にかけて学内自

習室にて実施した。T&T 嗅覚テストに合格した 18 ～ 25
歳の非喫煙者の本学学生 91 名をパネルとして採用した。

実験条件を表 1 に示す。既往研究 3) により嗜好度が異な

る 3 種類の精油（ローズマリー・シネオール、レモン、

ペパーミント）の条件と、水を噴霧する香り噴霧無し条

件（以下、香り無し）の合計 4 条件で実験を行った。精

油の噴霧にはネブライザー式ディフューザー（（株）生

活の木、アロモア）を使用し、香りの強度が同程度にな

るよう予備実験により運転モードと台数を設定した。ま

た本実験では、学習課題における記憶定着についても調

べるため、1 回目の実験（以下、初回テスト）の約 3 週

間後に 2 回目の実験（以下、再テスト）を実施した。　

　実験室の平面図を図 1 に示す。香りを室内に十分に拡

散させるため、サーキュレータ－を 5 台配置し、その内

1 台の上部にディフューザーを設置した。室天井に設置

された全熱交換器により換気を行い（実測値：308m3/h）、

パッケージ型エアコンにより室温調整を行った。

　実験のタイムスケジュールを図 2 に示す。パネルが入

室する 30 分前に予め精油の噴霧を開始し、入室直後に

室内のにおい環境に関する主観評価を行った。学習効率

を評価するための 2 種類の作業を行った後、退室前に再

度主観評価を実施した。におい環境に対する主観評価項

目として、においの強さ、快・不快度、受容度、SD 法

による印象評価、リラックス・リフレッシュ・集中しや

すさを採用し、室内環境に対する評価も行った。におい

の強さについての経時変化を調べるために、強さの評価

は各作業およびテスト前にも実施した。学習効率を調べ

るための作業内容と結果については次報 4) で報告する。

3. 実験結果と考察

3.1 においの強さ、快・不快度、嗜好度、受容度

　においの強さにおける主観評価の結果を図 3 に示す。

精油を噴霧した全ての条件において、入室直後のパネル

平均は「若干強いにおい」程度になっていた。また、評

価を行う毎ににおいの強さが減少しており、順応の影響

が見られた。初回テストでは、作業終了後ににおいの強

さが上昇する傾向が見られ、作業中に周囲環境のにおい

を感じにくくなっていた可能性が考えられる。初回テス

トの快・不快度と嗜好度のパネル平均を図 4 に示す。入

室直後の主観評価を「順応前」、作業終了後の評価を「順

応後」の結果として表す。各条件間と順応前後で t 検定

を行った。快・不快度において、ローズマリーとレモン

の条件は香り無し条件とペパーミントより快側になって

おり、順応後は有意差も見られた。嗜好度についても、

ローズマリーとレモンの条件が香り無しとペパーミント

の条件より順応前後とも嗜好度が有意に高い結果となっ

た。また各条件において快・不快度と嗜好度の順応前後

の差はほとんど見られなかった。初回テストのにおいの

受容度の結果を図 5 に示す。におい環境自体に対する受

容度と学習空間を想定した場合の受容度を尋ねており、

後者の受容度の方が低かった。香り無しの条件が受容度
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表 1 実験条件

図 1 自習室平面図

※注　ディフューザーの「強モード」は 20 秒噴霧＋ 10 秒休止、

　　　「弱モード」は 10 秒噴霧＋ 50 秒休止の繰り返しである。
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香り条件
ディフューザー

噴霧条件※

初回テスト 再テスト

男 女 計 男 女 計

香り無し 強 1 台 5 17 22 5 14 19
ローズマリー 強 1 台 6 18 24 6 17 23

レモン 強 2 台 5 18 23 4 17 21
ペパーミント 強 1 台 +弱 1 台 5 17 22 5 14 19

図 2 実験スケジュール
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が最も高く、ペパーミントの条件は香り無し条件に比べ

受容度が低い結果となった。全ての条件において、にお

いに対する受容度は順応後有意に上昇した。

3.2 リフレッシュ・リラックス・集中しやすさ

　図 6 に初回テストのにおい環境のリフレッシュ・リ

ラックス・集中しやすさの結果を示す。レモンはリフレッ

シュしやすさが他の条件より高く、香り無し条件に比べ

順応前後共に有意差が見られた。リラックスしやすさに

おいてもレモンが最も高い結果となった。香りを噴霧し

た全ての条件において、順応後ににおい環境をよりリ

ラックスしやすいと評価する傾向があり、ローズマリー

の条件では順応前後で有意差が見られた。ペパーミント

以外の全ての条件で順応後に集中しやすさが有意に上昇

していた。順応のみではなく作業前後の影響も検討する

必要があると考えられる。

3.3 においの印象評価

　21 項目の形容詞対において、におい環境の印象評価

を行った（図 7）。香り無し条件と t 検定を行った結果、

全ての香り噴霧条件において「派手な」の項目で有意差

が見られた。ローズマリーの香りは「個性的」、レモン

は「生き生きとした」、「健康的な」、ペパーミントは「さ

わやかな」、「冷たい」、「落ち着きのない」、「開放的な」

評価をする傾向が見られた。

3.4 室内環境の評価

　室内環境の評価結果を図 8 に示す。各条件で結果に差

がほとんど見られず、精油噴霧による香りが室内環境の

評価に与える影響は少ないと予想される。

4. まとめ

　本報では精油の香り環境が学習時の心理評価に及ぼす

影響について報告した。結果は示していないが、再テス

トでも同様の結果が得られた。快・不快度や嗜好度等主

観評価において、ローズマリーとレモンはポジティブ側

に評価されていたが、ペパーミントは異なる傾向を示し

た。また順応前後で結果に変化がある項目も見られた。

今後も引き続き順応について考慮しながら嗜好度の異な

る香りが心理及び知的生産性に与える影響を調べる。
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図 3 においの強さの経時変化

図 4 においの快不快度・嗜好度
（初回テスト）

図 5 においの受容度
（初回テスト）

図 6 リフレッシュ・リラックス・集中しやすさ（初回テスト）

図 7 においの印象評価（初回テスト）

図 8 室内環境の評価（初回テスト）


